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主論文 

Evaluation of cancer-derived myocardial impairments using a mouse model. 
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論文審査の要旨 

 

がん性心筋障害は進行がん患者に高頻度に見られ、がん死に次ぐ死因となっているが、その発生

機序は完全には解明されていない。本研究では、BALB/c マウスに同系の大腸癌細胞株 CT26 を

腹腔内接種し悪液質モデルを作製したところ、マウス心筋に心筋重量低下、心室拡張、心筋細胞

の萎縮、酸化的リン酸化の低下、酸化ストレスの増加など、ヒトにおけるがん性心筋障害と同様の

変化が認められた。 

 公聴会では、この悪液質モデルにおいて心機能の生理学的評価は行ったのか、あるいは、より慢

性的な経過を示すがん性心筋障害の動物モデルはあるのか、といった質問に対し、文献的には左室

駆出率の低下や心拍数の減少が報告されているが本モデルでは心機能評価は今後の課題であるこ

と、および、文献的には経過の長いものでも 4 週であることなど、適切な回答がなされた。 

 本研究は、ヒトがん性心筋障害によく外挿可能なマウスモデルを樹立することに成功しており、今

後がん性心筋障害の治療法を開発する上で非常に有用な研究と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに分子腫瘍病理学 の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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